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~特定環境保全公共下水道別所温泉処理区~

平成3年に認可を受け、建設を進めていた特定環境保全公共

下水道別所温泉処理区の終末処理場の完成が近づき、地元別所

地区の皆さんを対象に10月15日、見学会が行われました。

湯川の水質浄化をめざすこの処理場は、景観を考臆してかわ

ら屋根と土壁を取り入れた「管理棟Jと f機械棟J以外は、す

べて地下に作られ、周辺の環境にも配慮されています。試験運

転を行った後、 12月1日に一部供用を開始する予定です。

EZ図画-盟圃 人口/122，093人(+20) 男/59，881人(+17) 女/62，212人(+3) 世帯/42，174(+73)外国人登録者数/1，727人(+20) 男/984人(+14) 女/743人(+16) ()は前月比



『創造・活力・ときめきのまち 上田
~学術研究都市をめざして"-'~

【 第三次上田市総合計画を策定 〕

9
月
市
議
会
で

「第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
」

の

『基
本
構
想
』
と

『国
土
利
用
計
画

(上
田
市

計
画
〉
』
が
議
決
さ
れ
、
平
成
8
年
度
よ
り
こ
れ

ら
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
「
第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
」
は
、
上
信

越
自
動
車
道
と
北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
目
前
に
控

え
た
上
田
市
が
、
幻
世
紀
に
向
け
て
新
た
な
飛
蹴

を
め
ざ
す
た
め
の
計
画
で
す
。

上
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を

図
る
た
め
、
昭
和
白
年
に
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
の
指

定
を
受
け
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク
を
中
心
と
す
る
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
平
成
6
年
に
は
、

上
回
広
域
市
町
村
圏
が
地
方
拠
点
都
市
の
指
定
を

受
け
て
、
県
東
部
圏
域
の
中
心
と
し
て
の
発
展
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
8
月
に
は
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
マ
ル
チ

四
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
新
映
像
産
業
や
新
た
な
関
連
産

町一
業
の
振
興
と
教
育

・
文
化

・
福
祉
へ
の
貢
献
が
期

制
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
m

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
高
速
交
通
時
代
へ
の

M

仰
対
応

・
高
度
情
報
化
時
代
へ
の
対
応
な
ど
の
視
点

斗聞

に
基
づ
く
施
策
の
新
た
な
展
開
が
必
要
と
な
っ
て

、4
き
ま
し
た
。
ま
た
、
急
激
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

国
際
化
社
会
の
推
進
な
ど
に
も
緊
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の

「第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
」
は
、
広
聴

会

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
る
市
民
の
声
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
総
合
計
画
審
議
会
に
よ
る
審

議

・
答
申
、
そ
し
て
議
会
の
審
議

・
議
決
を
経
て
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
生
活
の
実
現
と
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
行
財
政
運
営
の
総

合
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

計
画

に
沿
っ
て
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、
人
と
自
然
・

人
と
人

・
人
と
社
会
が
調
和
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る

都
市
の
建
設
を
め
ざ
し
て
積
極
的
な
地
域
づ
く
り

や
人
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
企
画
謀
(困

1
2
2
2
)

長期ビジョンのめざす将来都市イメージ

*活気に満ちた広域拠点都市

*水と緑に固まれた自然環境共生都市

*多様なライフスタイルを選択できる生活快適都市

*未来にはばたく情報先端都市

*個性豊かな文化交流都市

(2 J 

⑥SHOTARO ISH白河OMORI

11. 1 広報うえだ7.



匂診

n:.;阻
n;.;阻

一

I~ ご1・

圃~

IO"_- _ 

・「・---…・・1-...・

O~ 
-一一一-~ 一一-

.-JI JLi寸.

・1 .:::.-

第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
は
、

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
基
本
構
想
」

「
国
上
利
用
計
阿
(上

m市
計
岡
)
」

「基
本
計
問
」
「
実
施
計
画
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

平
成
8
年
度

(
1
9
9
6
年
)
を

初
年
度
と
し
て
、
初
年
く
ら
い
先
の

上
田
市
の
め
ざ
す
都
市
像
を
描
い
た

も
の
で
す
。

-
基
本
構
想

平
成
げ
年
度

(
2
0
0
5年
)
を

目
標
年
度
と
す
る
お
お
む
ね
凶
年
の

構
想
で
、
市
の
将
来
像
と
施
策
の
大

綱
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

園
田
土
利
用
計
画

(上
田
市
計
画
)

基
本
構
想
の
施
策
の
大
綱
に
沿
い
、

市
の
望
ま
し
い
土
地
利
用
の
基
本
方

向
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

-
基
本
計
画

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

5

か
年
計
画
で
、
市
政
の
重
要
な
施
策

を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す。-
実
施
計
画

基
本
計
画
で
定
め
た
施
策
を
効
果

的
に
実
現
す
る
た
め
、

3
か
年
先
ま

で
の
実
施
事
業
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

長期ビジョン

| 上田市のグランドデザイン | 

|広域時都市11日誌環境共宇都市J1~~i5良時防 It情報先端都市11文化交流都市|

市の将来像 (10年後の都市像)

『創造・活力・ときめきのまち 上回
~学術研究都市をめざして，_.n

|駒大E
つ安H業生)(個新¥(社心H進21
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ゆ11むき11る時11築れ11 を
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快11 5舌11を抜11 -r 11 総
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国
土
利
用
計
画

基本構想

、ー‘

(
上
田
市
計
画
)

画ヰl
z=
ロ

基
礎
的
な
条
件
を
整
え
る

本

• • 

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
土
地
利
用
計

画
の
推
進

基

2
.、、
自
然
と
共
生
を
大
切
に
し
た
土
地
利

用
計
画
の
推
進
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基礎的な条件を整える
*計画的な土地利用の実現

*まちの個性が浮き彫りになる道路網の整備

*風格あるときめきの市街地整備

*高度情報化への対応

生き生きとした
生活を支える産業を育む

*農林水産業の振興

*工業の振興

*商業の振興

*流通・業務機構の整備

*勤労者対策の充実

新しい時代を生き抜く人を育て
個性ある地域文化をつくる
*ゆとりと潤いの学習社会の実現

*次代を担う人材の育成

*地域文化の再生

*生涯を通じて殺しむスポーツの振興

*国際交流の推進

心のふれあう
健康で優しい地域社会を築く
*健康づくりの推進

*医療の充実

*社会福祉の充実

*高齢者対策の充実

*差別のない社会づくり

*男女がともに参画する社会づくり

安全でゆとりある
快適な環境をつくる

*自然環境の保全・育成

*快適でゆとりある住まいの整備

*清潔で潤いのある環境の形成

*安全な環境の形成

*魅力ある地域景観の形成

第三次上岡市総合計画の
基本構想

⑨。θ

。SH01'AROIsmNOMORI 
21世紀を展望した
総合計画を推進する
*市民参加の推進

*広域行政の推進

*行財政の効率化

広.ラ:A1.!7.11. 1 [4) 



国土利用計画(上田市計画)
上田市における国土(これを 「市土Jといいま
す)は、現在および将来における市民のための限

られた資源であるとともに、生活や生産など共通

の基盤であり、さらにその恵まれた自然は市民に

とって貴重な資源です。

かけがえのない、ふるさと上回を 「ときめくま

ち」にするためには、将来を展望した土地利用計

画を策定し、豊かな環境づくりに努めなくてはな

りません。

このため 「国土利用計画 〈上岡市計画)Jを定

め、市上の利用にあたっては、長期的な展望に立

ち、総合的 ・計画的に推進します。

・国土利用計画 (上田市計画)の自的

①公共の福祉を優先させた健康で文化的な生活環

境の確保

②国土(市土)の均衡ある発展

圃市土利用の基本方向

T農用地

t森林
¥3水面・河川・水路

@道路

⑨宅地

tかその他

1都市地域

2農村地織

@森林地域

圃上田市の土地利用構想

r 5] 広報うえだ7.11. 1 

.国土利用計画
(上田市計画)の
位置付け

国土利用計画

(全国計画)

。SHQTARQISHU'¥QMQRI 



|展示内容のご案内 I 

上田市連合婦人会

『ひと工夫して再利用』

~限りある資源を大切に~

働く婦人の家

『手づくりの豊かさ』

婦人の家利用者の作品展示

上田市消費者の会

『台所から愛をこめて』

~家庭から環境を守り鎗を広げよう~

長野食糧事務所上田支所

『お米を中心にした日本型

食生活の勧め』

ホ庖BJi精米・加工食品展示
*お米なんでも相談コーナー

上田市婦人団体連絡協踏会

『豊かさと合理性とを上手に

生かした暮らし方を』

貸衣装・留袖の展示

長野県電波障害防止協纏会

fテレビきれいに見えますか』

本電波隊~防止栂談所の開設

上回友の会

『見つめなおそうわが家のくらし』

$衣・食・住 家計での生活合意量化に
ついて展示*リサイクル品販売
*手作り菓子・野菜苦手販売

-掘り出しものがい っぱい

長野県しろあり防除協会

『建物保全は防蟻・防腐・防

湿から』

*白ありの生態と被害の展示
*適正価格の紹介

長野県食品生活改善推進協踊会

上回分会

『骨粗怒症予防のために』

料理展示

生活協同組合 コープながの

『くらし応援 I.s 
活動紹介 ・加入相談 コープ商品販売

うえだ女性会掻

『男女共生社会にむけて』

*うえだ女性会議の活動と記録
本手作り品等の販売

全労済上田支所

『くらしの保障を見直しましょ

っ』

パソコンによる保障相談

しなの生協

『安全な食品は地元の豊かな

大地から』

安全な食品の販売

上田ガス

r安全安心セイフティガス機器』
安全機器の紹介

資源活用広場(七七Lト)
.とき/11月12日 (日)午前10時~午後3時

.ところ/消費生活展会場内 (中央公民館)

無駄をなく し、ものを生かしましょう。

新品はもちろん、捨てるには惜しい、まだまだ使

える商品が盛りだくさんです。

※出庖希望者は、個人 ・団体でどうぞ。

新日本婦人の会上田支部

『雄も地域で安心して暮らせ

るように』

食品 ・健康 ・環境・老後についての展
刀t

よ小木材協同組合上小木材青壮年団体協語会

『住んでよし心ゆたかな木の

住まい』

本木造建築の相談会
*小中学生木工コンクール作品展示

電機商業組合

『家電品に愛情を』

*電気器具の無料診断
撤 PL法・廃家電の相談

日本禁煙友愛会

『禁煙は全人類の健康に資する』

本喫煙ポスターの展示
*入会のおすすめ

上田市社会福祉協讃会

.ひまわり号を走らせる信州上宙実行委員会

.モチーフの会

-五十六会
-上回しいのみ劉

-共自動作業所わっこ

-宝池住吉寮
-上田市赤十字奉仕団

-やまびこの家

f自然にやさしくリサイクル』
*リサイクル石ケン ・手作り品 ・リサ
イクル品の販売*・シクラメン販売

国際ボランティア養成講座受構生

『資源を大切に』

リサイクル品の販売

申し込み ・問い合わせ…生活環境課 (~1389) 昨年まで市役所駐車織で行われた資源活用広場も今年lま

消費生活展会織内 (中央公民館)で開催

広'.ラj(~7. 11. 1 (6) 



上田市

唱唱月唱唱目(土)

唱2日(日)

申央公民館

/働く婦人の家
.12日(日)午前11時から 先着200人のかた

に豚汁をサービス

.アンケートに答えていただいたかたに租

晶を差し上げます。

-不用品里貌さがしコーナー

とき/11月12日 (日)午後1時30分~

ところ/中央公民館正面玄関

まだまだ使えるものが不用品となって泣いて

います。あなたがもらってください。意外な掘

り出し物があるかもし

れませんよ…。 (希望

者が多数の場合はジャ

ンケンで決めます)

※買い物をされるかた

は、買い物かごか、袋

を持参してください。

主催:よ田市消費生活展運営委員会

共催:長野県・よ因子行

後復:朝日新聞社・毎日書罰則社・5完売新聞社・中日新関栓・信iI毎日新関社・
信州民報告t'NHK長野放送局・信銀放送・長野放送・テレビ信州・長

野事開放送・週刊上回新聞社・:l信ジャーナJ!t.上回ケーフ.ルビジョン

| 問い合わせ/生活環境課 (困1拘~

(7 ] 広報うえだ7. 11. 1 

経済の発展とともに、市民生活も多様化してきてい

ます。これにあわせて、いろいろな消費財やサービス

の供給が、 i量・質ともに豊富になっています。

消費者は、それぞれの商品やサービスの機能・ 用途

に関する知識を持つことによって、はじめて合理的な

生活を営めるようになります。

しかし、個々の消費者がこうした専門的知識を持つ

ことは、現実には困難なことです。

このような中で、消費者が安全で合理的かつ自主的

な消費生活を確保するためには、広い分野における情

報の提供が必要です。

そこで、消費者の視点に立った情報交換の場として、

消費生活展を開催します。賢い消費者になるために、

地球にやさしい暮らしをするために、皆さん、お出か

けくださL、。

.‘
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上本郷の新図として発展したといわれる下本郷の回国風景

平
安
時
代
の
こ
ろ
、
塩
田
平
の
ほ
ぼ
中
央
を

安
宗
郷
と
呼
ぴ
、
中
心
地
を
本
郷
と
言
い
ま
し

た
。
こ
の
千
年
を
こ
え
る
古
い
村
が
行
政
的
に

上
本
郷
と
下
本
郷
に
独
立
し
た
の
は
、
明
治
幻

年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
中
塩
田
村
が
成
立
し

た
時
か
ら
で
す
。

明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
、
村
々
で
青
少
年
の
た

め
の
夜
学
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
下
本
郷
で

も
明
治
犯
年
こ
ろ
か
ら
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
夜
学
会
は
円
以
闘
期
に
閥
か
れ
、
算
術
、

読
方
、
作
文
な
ど
を
学
ぶ
の
で
す
が
、
下
本
郷

で
は
明
治
犯
年
か
ら
英
語
も
科
目
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

農
閑
期
の
寒
い
夜
、
ラ
ン
プ
の
明
か
り
で
英

語
や
算
術
を
学
習
し
た
若
者
た
ち
が
い
た
の
で

す
。
会
場
は
村
の
集
会
所
に
使
わ
れ
て
い
た
お

堂
で
し
た
。
こ
の
お
堂
は
字
善
明
の
躍
の
上
に

あ
り
ま
し
た
が
、
後
に
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
夜
学
会
は
家
庭
の
事
情
で
小
学
校
へ
満
足

正
予
同
和
問
題
を
考
え
る

s

け
で
な
く

志
が
大
切

「
同
和
問
題
の
い
ち
ば
ん
の
課
題
は
結
婚

問
題
だ
ろ
う
」
と
認
識
し
て
い
る
か
た
が
た

が
多
い
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、
「
娘
の

同
窓
生
も
結
婚
に
反
対
さ
れ
、
親
に
勘
当
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
も
で
き
仲

良
く
作
・
り
し
て
お
り
ま
す
。
結
婚
式
も
親
は

出
席
し
て
く
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
友

述
や
よ
き
理
解
荷
の
も
と
で
、
さ
さ
や
か
だ
っ

た
け
ど
感
動
的
だ
っ
た
と
、
娘
も
出
席
し
て

喜
ん
で
お
り
ま
し
た
」
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
早
く
こ
の
不
合
理
な
差
別
を
無
く

す
こ
と
だ
と
い
う
大
部
分
の
意
見
に
対
し
て
、

「
い
ざ
自
分
の
親
族
に
」
と
い
う
と
き
、
た

め
ら
い
が
生
ず
る
と
い
う
意
見
。

次
に
結
婚
以
外
の
問
.
地
で
は
、
「
差
別
は

い
け
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
常
識
だ
」
。
し
か
し
、

「
知
識
と
し
て
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

差
別
を
許
さ
な
い
強
い
意
志
を
、
一
人
ひ
と

り
が
養
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
。
一
方
で

「
田
舎
に
行
く
ほ
ど
ま
だ
問
題
が
根
強
い
。

世
代
交
代
に
よ
り
自
然
に
風
化
さ
れ
て
い
く

以
外
に
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
」
な
ど
消

極
的
、
悲
観
的
な
意
見
。

物
が
豊
か
に
な
っ
た
今
日
で
す
が
、
「
心

の
堕
か
な
人
、
広
い
人
は
ど
れ
だ
け
増
え
て

い
る
で
し
ょ
う
か
」
。

上
回
に
移
り
住
ん
だ

と
き
「
よ
そ
お
敏
い
を
受
け
て
寂
し
い
気
持

[8 J 7 11. 広報うえだ7.



に

通

え

な

か

っ

た

り

、

上

級

の

学

校

へ

進

学

が

で
き
な
い
青
少
年
の
学
習
の
場
で
し
た
。

明

治

期

の

住

民

自

治

を

知

る

う

え

で

「

中

塩

田
村
下
本
郷
区
規
約
付
則
」
(
『
下
本
郷
の
歴
史

l
』
所
収
)
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た

と

え

ば

、

春

の

彼

岸

か

ら

秋

の

彼

岸

ま

で

の

聞

は

、

瀧

概

用

の

堰

筋

で

漁

獲

を

禁

じ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

れ

を

犯

す

者

は

印

銭

の

過

定期監査の結果

怠

料

(

罰

金

)

と

な

っ

て

い

ま

す

。

規

則

は

明

治

犯

年

に

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

当

時

の

米

叩

キ

ロ

の

小

売

価

格

が

1
円

却

銭

ほ

ど

で

し

た

か
ら
、
か
な
り
の
厳
罰
で
す
。

な

お

、

「

犯

者

ガ

未

成

年

及

ヒ

雇

人

ナ

ル

ト

キ

ハ

」

そ

の

保

護

者

や

主

人

か

ら

過

怠

料

を

徴

収

し

て

い

ま

す

。

農

業

用

水

を

守

る

た

め

の

禁

止
条
項
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ゴ

ミ

処

理

に

つ

い

て

も

規

則

が

あ

り

、

下

本

郷

で

管

理

す

る

溜

池

の

堤

に

肥

料

や

塵

芥

を

無

断

で

積

む

こ

と

を

禁

じ

、

違

反

者

か

ら

は

1
円

印

銭

の

過

怠

料

を

徴

収

す

る

と

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

規

則

が

住

民

自

身

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

て

い

た

こ

と

は

、

下

本

郷

の

自

治

が

か

な

り

徹

底

し

て

い

た

こ

と

を

物

語

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

〈

平

野

勝

重

)

地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
4
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
7
年
度
定
期
監
査
を
左
記
の
と
お
り

執
行
し
、
同
条
宙
開
9
攻
の
綾
定
に
よ
り
監
査
の
結

果
に
関
す
る
朗
報
告
を
決
定
し
た
の
で
鑓
出
し
ま
す
。

よ
田
市
監
査
委
員

間

久
保
田
直
人

矢

島

昭

八

~ 

-
監
査
実
施
期
間

平
成

7
年
5
月
1
日
か
ら
伺
叩
月

m
gま
で

2

監
査
の
儲
韓
国
間

平
成

6
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務
処

理
の
状
況
、
契
約
及
び
事
務
事
業
の
執
行
状
況
等

3

監
査
の
対
象

政
策
縫
進
部
:
・
企
画
謀
、
秘
書
課
、
総
務
課

財
政
却
・
:
財
政
謀
、
管
財
謀
、
税
務
課
、
収
税
諜

市
民
生
活
穆
・
:
市
民
謀
、
人
権
同
和
対
策
課
、

生
活
環
境
諜
〈
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)
、
環

境
業
務
課
、
量
級
支
所
、
注
田
支
所
(
塩
田
地
区

有
線
放
送
所
)
、
川
西
支
所
、
海
図
解
放
会
館
、

械
甫
解
品
脱
会
館
、
中
央
解
般
会
館
、

健
康
福
祉
錫
:
・
健
康
維
進
課
〈
盗
国
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
、
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
相
染

問
)
、
帽
惜
祉
課
(
母
子
寮
、
各
児
貧
館
)
、
保
育
楳

(
各
保
育
箇
}
、
国
保
年
金
謀
、
産
院
、
高
働
者
循

祉
セ
ン
タ
ー
、
川
西
社
会
繕
祉
セ
ン
タ
ー
、
点
字

図
書
館
、
報
恩
咽
家
、
現
児
院
、
循
紘
車
業
セ
ン
タ
ー

(
績
回
、
川
西
各
事
業
所
)

商
工
観
光
綴
:
・
商
工
課

(
勤
労
者
復
祉
セ
ン
タ
ー
、

働
く
婦
人
の
家
、
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
)
、
街
区

鍍
興
銀
、
観
光
腺

康
政
部
・
:
農
林
限

(
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
〉
、

土
地
改
良
線
、
農
村
盤
側
線
(
岨
震
村
環
岨
境
改
善
セ

ン
タ
ー
)

鶴
市
護
側
鶴
・
:
都
市
計
画
銀
、
市
街
地
艶
備
謀
、

公
園
緑
地
銀
、
建
築
指
導
課

鐙
敏
鶴
・
:
管
理
謀
、
土
木
銀
、
交
通
対
策
課
、

下
水
道
線
(
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
)

消
防
部
・
:
総
務
課
、
予
防
謀
、
讐
防
第
一
担
保
、

警
防
第
二
銀
、
世
冨
防
第
三
謀
、
響
防
第
四
課

会
計
課

水
道
局
:
・
業
務
課
、
工
務
理
宍
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

機
会
事
務
局

教
育
委
員
A
E
-
-
-
庶
務
課
、
学
校
教
育
課
(
各
小
中

学
校
)
、
社
会
教
育
課
、
市
誌
編
さ
ん
室
、
青
少

年
謀
、
同
和
教
育
謀
、
体
育
課
(
自
然
運
動
公
園

管
理
事
務
所
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
)
、
第
一

学
絞
給
食
セ
ン
タ
ー
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

文
化
会
館
、
市
民
会
館
、
図
書
館
、
博
物
館
、
信

漫
国
分
寺
資
料
館
、
山
本
鼎
記
念
館
、
中
央
公
民

館
(
神
川
地
区
公
民
館
)
、
西
部
公
民
館
(
獲
尻

地
区
公
民
館
)
、
城
南
公
民
館
、
よ
野
が
丘
公
民

館
、
復
回
公
民
館
、
川
西
公
民
館

滋
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
'
務
局
、
農
業
祭
員
会
事
務
局

(
櫨
居
級
工
事
現
繍
監
査
)

政
策
錐
進
部
:
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

建
級
関
係
工
事

健
康
徳
祉
部
:
・
室
植
民
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
-

室
賀
筏
宅
介
簸
支
援
セ
ン
タ
ー
建
段
関
係
工
事

農
政
郵
・
・
・
地
耐
熱
開
発
利
用
鐙
備
関
係
エ
事

抽
思
段
畿
:
・
川
原
因
循
建
股
関
係
工
事
、
桜
づ
っ
み

建
股
関
係
エ
，
、
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理
絡
股

建
股
関
係
工
穆
(
下
小
島
)

教
育
受
員
A
Z
-
-
-
減
下
小
学
綬
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
楚
側
関
係
エ
穆
、
第
三
中
学
綬
部
室
慾
級
関
係

エ
夢
、
旧
宣
教
締
館
設
備
関
係
工
事
、
千
曲
川
市

民
緑
地
公
園
出
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
建
設
関
係
エ
・

4

監
査
の
結
果

平
成
6
年
度
上
田
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
及
び
同
附
属
書
類
の
監
査

に
当
た
っ
て
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
並
び
に
事

業
の
執
行
が
法
令
に
適
合
し
、
遜
正
か
つ
効
率
的

に
行
わ
れ
た
か
、
地
方
自
治
法
第
2
条
第
ね
項
、

同
条
第
U

円
環
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第
3
条
の
規

定
並
び
に
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
な

さ
れ
て
い
た
か
等
に
留
意
し
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
書
類
を
照
会
す
る
と
と
も
に
関
係
資
料
の
鍾
出

を
求
め
、
関
係
者
の
説
明
を
聴
取
し
て
実
施
し
た
。

一』
の
結
果
、
予
算
の
執
行
及
び
財
産
の
管
理
並

び
に
行
財
政
運
営
全
般
の
執
行
に
つ
い
て
は
逐
年

改
善
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
た
な
か
で
、
さ
ら
に
留

意
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
そ
の
つ
ど

注
愈
又
は
改
善
を
促
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
の

指
桂
洞
穆
項
を
除
い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
で
あ
り
、

所
期
の
成
果
を
収
め
た
も
の
と
思
料
さ
れ
た
。

本
年
度
の
監
査
に
お
い
て
は
、
批
判
に
行
政
財
産

の
う
ち
不
動
産
の
管
理
に
軍
点
を
置
き
、
そ
の
植
田

獲
運
営
状
況
及
び
そ
れ
ら
の
財
産
の
目
的
外
使
用

に
係
る
許
可
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
等
に
つ
い
て
領
事
且
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
部
行
政

財
産
の
管
理
に
お
い
て
不
適
正
な
も
の
が
見
受
け

ち
に
な
っ
た
」
な
ど
と
い
う
率
直
な
気
持
ち

も
吐
露
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

城
北
分
館
の
ご
協
力
に
よ
り
同
和
教
育
の

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
い
か
に
改
革
し
て
い
く
か
、
と
も
ど

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

い

合

わ

せ

人

権

同

和

対

策

謀

3
7
2
)
 

(内
線
1

ら
れ
た
の
で
、
適
切
な
幽
措
置
を
執
り
こ
れ
が
適
正

を
期
す
る
と
と
も
に
、
な
お
、
一
層
厳
正
な
管
理

運
営
に
つ
い
て
遭
俸
の
な
い
よ
う
僧
嫡
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

[g) 

ま
た
、
毎
年
の
監
査
で
補
助
金
の
見
直
し
を
要

盟
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
平
成
7
年
度
当
初
予
算
編

成
に
際
し
て
そ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
行
政

経
費
の
効
率
的
運
用
の
原
則
か
ら
引
き
続
き
補
助

金
、
交
付
金
の
よ
り
適
正
化
及
び
委
祭
料
の
額
の

適
正
化
と
委
託
業
務
の
完
全
贋
行
の
確
認
等
に
一

段
と
意
を
用
い
る
と
と
も
に
、
特
に
、
需
用
費
の

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
節
度
あ
る
対
応
の
も
と

に
慎
重
を
錫
し
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
よ
う

絡
段
の
配
意
を
強
〈
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
納
税
の
公
平
の
見
地
か
ら
市
税
を
始
め
、

各
種
徴
収
金
等
の
未
収
金
の
取
級
い
に
つ
い
て
は
、

そ
の
完
全
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
と
と
も

に
、
長
期
低
迷
を
続
け
て
い
る
経
済
状
況
下
に
お

い
て
市
財
政
を
取
り
巻
く
短
め
て
厳
し
い
情
勢
に

鑑
み
、
行
政
需
要
の
多
機
化
に
対
応
す
る
た
め
穆

業
の
公
平
か
つ
適
正
な
選
択
と
そ
の
執
行
に
糾
問
し

て
的
確
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
改
め
て
事
務
事

業
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
改
奇
跡
m

置
を
隠
じ
て
経
由
賓
の
節
減
を
積
極
的
に
す
す
め
適

砲
な
財
源
を
確
保
す
る
世
帯
し
て
、
な
お
一
層
の
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
配
愈
さ
れ
、
健
全
財
政
を

堅
持
し
つ
つ
、
市
民
帽
憎
M
胞
の
さ
ら
な
る
充
実
と
活

力
あ
る
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
市
政
に
、
そ
の
効

果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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卒。直木賞(昭和50年「アトラス伝説J)お
よび大仏次郎賞(昭和61年 「終りなさ旅J)
受賞。昭和33年中央公論社入社。44年に退社
し、著述に専念。

紅物語・・・・・・・..............................・・・・・志水辰夫

オペラグラス・ H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…村松友視

枕の博物誌・・・・・・・・・・・…..........・・・..・・・・・・・白崎繁仁

安南~愛の王国~………ク 1)ストフ・パタイユ

自分でできるカウンセリング~女性のためのメ

ンタル・トレーニング_...・H ・..……J11喜田好意

たけしの死ぬための生き方……ビート・たけし

とりたい税理士...・H ・...…....・H ・大栄出版編集部

ひとつ屋根の下の他人…・・・…・・・…・…・・加藤務三

大英帝国・..........・・・・・・…..........・・・・・・・・・長島伸一

ラスト・ラプ...・H ・..…...・ H ・.....・H ・..…φ1IIミ*
鎌・..............................・・・・・・・・…・・・・・・猪又敏男

君はそんなに弱くない...・ H ・H ・H ・..……秋元康

遺族と戦後…...・H ・..….....・H ・...…田中伸尚他

日記・........................................・・・・五木寛之

南フランス還汚紀行…...・H ・.....・H ・..…田中憲一

原爆役下決断の内幕よ・下 ~悲劇のヒロシ

マナガサキ...........・H ・..……ガー・アルペロピッツ

聖戦の名のもとに...・H ・.....・H ・..………千田夏光

子ども虐待と性教育・………・・・…・・・…・浅弁春夫

子どものどうしてに答える本...・H ・..コスモピア

世紀末を語る~あるいは消費社会の行方につい

て_...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・"J.ボードリヤール

愛しすぎる悩み、 5置されない不安~母と娘の心
理学~・.........................................中村延江

学童疎開の記録1~ 5…・・・疎開学童遠絡協議会

ニューヨークのお惣菜ブック...・H ・..…寺村弘子

=ほか多数=

お探しの本があるかたは、お気軽にお尋ねを!

家
庭
用
の
「
計
量
器
」

無
料
で
診
断
し
ま
す

---
U
月

1
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。

市
で
は
こ
の
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
計
量
器
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
体
温
計
、
血
圧

計、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ

ッ
チ
ン

ス
ケ
ー
ル

の
無
料
精
度
診
断
を
行
い

ま

す

。

マ

と
き

日
月
四
日
開

i

同
日
日
附

(
時
間
は
午
前
9
時
j
正

午
、
午
後

1
時

1
3
時

)

マ

と
こ

ろ

市
役
所
計
量
検
査
室
(
西
庁
舎

l
階
)

マ

問

い

合

わ

せ

商

工

課

(困
1
4
0
3
)

高
速
山
口
ト
ン
ネ
ル

貫
通
式
を
一
般
公
開

••• 
進
展
す
る
「
上
信
越
自
動
車
道
」

の
工
事
の
な
か
で
、
近
く
貫
通
を
迎

え
る
『
山
口
ト
ン
ネ
ル
』

の
貫
通
式

を
、

一
般
の
み
な
さ
ん
に
公
開
し
ま

す
。
普
通
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
貫
通
の
瞬
間
に
立
告

会

っ
て
、
貫

通
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

マ
と

き

日

月
日
日
附

マ

一
般

公
開

午
前
叩
時

1
午
後

6
時
(
午

前

9
時
却
分
受
付
開
始
、
午
後

5
時

加
分

終

了

)

マ

服
装

運
動
ぐ
つ

な
ど
軽
快
な
服
装

マ

問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課

(困

1
5
6
3
)
囲内案場AE

 

11月13日(聞から30日(械で
図書館はお休みします
年に一度の 『特別重量理期間』のため、休館さ

せていただきます。休館中は、図書の所在の有

無を確認する作業や、 1 i哲3町の 「ネットワー

ク化Jの準備、コンピュータの更新などの作業
を行います。

皆さんに、いっそう便利に、気持ちよく図書

館を利用していただくための作業です。ご協力

くださいますよう、お願いします。

(1OJ 7 11. 広報うえだ'7.

メ
ヂ
ィ
デ
ヲ
ン
ド
U
r
p
p
A

-
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ト
ス
ク
ー
ル

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
を
作
り
ま
す
。

マ
と
き
れ
月
刊
日
出

-m日
ω午

後
1
時
初
分
1
3時
初
分

マ
と
こ
ろ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

マ
対
象
小
学

校
高
学
年
以
よ

マ
定
員
日
山
総

マ

受
講
料
5
0
0
円

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
会

話
題
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
ま
す
。

マ
と
き
竹
月
刊
は
日
同
・
郡
日
脚
午

後
3
時
j

4
時

マ
と
こ
ろ
ホ
ー
ル

マ
費

用

無

料

・
パ

l
チ
ャ
リ
テ
ィ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

パ
l
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
l
ム
の
挑
戦
者

会
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

マ
と
き
刊
月
沼
田
国
午
前
叩
時
却

分

マ
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

マ
定

員
時
人
(
叩
跨
か
ら
設
理
券
を
配
布
〉

.
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト

上
回
創
造
館

-
第
2
回

『か
か
し
農
』

マ
と

き

れ

月
3
日
幽
i
閉
口
日
嗣

(
午
前
9
時
j
午
後
4
時
初
分
)

マ

と
こ
ろ
ヱ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
i
ル

-
第
2
土
績
回
・
科
学
実
験
室
の
開
放

マ
と
き
れ
月
刊
自
国
午
前
川
川
崎
j

午
後
4
時

マ
と
こ
ろ
科
学
実
験
室

マ
内
容

『恐
竜
の
謎
h

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
《
基
礎
編
》

新
し
く
導
入
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
専
属
の
指
導
者

に
よ
る
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
し

て
み
よ
う
と
い
う
か
た
が
対
象
で
す
。

マ
と
き
竹
月
刊
自
由
午
前
9
時
i

午
後
4
時

マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
室

マ
内
容
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
、
入
力
な
ど
マ
対
象

高
校
生
以
上
で
よ
小
地
域
に
在
住
、

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人

マ
定
員

初
人

マ
受
踏
料
3
0
0
0
門

マ

高齢者福祉センター 相談担当者/国立小諸療養所・堀内静子さん

者は11月10日制までに予約を (定員5人・匝ゆ4119)。



しての信州」
文化講演会

「座標軸と
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す 孫

11月18日出午後1時30分""3時文化会館
主催:上田市、上田市教育委員会、市立図書館、上回郷友会

んさ
ームー
/'¥ 出井師講

(
9
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

松

岡

正

維

新

沼

田

峯

村

満

中

組

制

村

石

げ

さ

お

新

自

制

佐

藤

首

向

喜

緑

が

丘

卯

所

忠

春

保

野

旬

新

滞

巴

代

芯

踏

入

卯

宮
湾
元
ニ

中

組

問

市

川

よ

ね

材

木

町

内

小

山

三

郎

材

木

町

邸

伊

藤

武

夫

絞

尾

町

刊

倉

沢

英

一

範

回

新

町

制

亀

山

か

め

を

川

辺

町

別

清
水
正
吾
上
川
原
柳
町
創

「
骨
密
度
測
定
装
置
」

上
田
市
産
院
に
導
入

••• 
上
田
市
産
院
に
『
骨
密
度
測
定
装

置
』
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

日

月

1

日
附
か
ら
毎
週
水
略
目
に
、
中
高
年

健
康
管
理
の
た
め
の
検
診
を
開
始
し

ま

す
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ

田

市

産

院

(
困

⑫
1
5
7
3
・
同
②
1
5
8
8
)

県
営
水
道
料
金
改
定

日
月
の
使
用
分
か
ら

••• 
県

で

は

、

平

成

7
年

日

月

使

用

分

か
ら
の
水
道
料
金
を
平
均

9
・

9
%

い

小

林

岩

雄

上

常

因

坊

山

崎

咲

子

下

級

品

叫

宮
下
る
為
下
川
原
柳
町
制

沌

沢

も

ろ

じ

新

町

幻

綿

貫

谷

生

横

町

関

関

口

益

院

内

側

春
原
ま
さ
子
材
木
町
刊
川

柳

津

は

つ

い

西

前

山

回

伊

藤

武

田

カ

御

所

刊

矢

嶋

奨

さ

答

西

脇

創

れ

何

回

仰

太

郎

御

所

邸

土

屋

孝

次

郎

長

島

印

西

沢

岩

雄

馬

緑

町

関

宮

簿

順

西

前

山

ω

山
崎
シ
ゲ
子
西
野
竹
町
刷

丸
山
清
二

倉

升

加

山
崎
町
道

一

院

内

ω

改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県

営
水
道
の
使
用
地
域
(
塩
田
地
区
、

川
西
地
区
の

一
部
)

の
か
た
は
、
ご

理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

問

い

合

わ

せ

県

上

田

水

道

管

理

事
務
所

(
回
⑫
2
1
1
0
)

.県営水道・新料金表 (1カ月分)

…
小
林
定

一
郎

常

磐

町

均

一
本
固
定
ニ

新

屋

部

…

中

村

け

さ

み

舞

関

白

…
中
沢
峰
正

上

手

作

…
白
石
サ
キ

院

内

回

…

松

本

幸

雄

緑

が

丘

西

帥

…

加

藤

ゆ

き

を

保

野

剖

υ

宗

晴

一

大

屋

行

…
藤
極
正

一

分

去

η

…
山
口
礼
子

上
常
岡
崎
切

…
刊
誌
問
し
う

三
好

町

制

…
松
湾
正
典

仁
古
田

内

…
高
橋
易
三

院

内

引

…
塩

崎

静

子

上

関

原

創

尾

浮

辰

己

黒

坪

仰

矢

滞

登

貧

江

西

前

山

田

宮
之
上
は
つ
江
宮
之
上
旬

基本料金 超過料金

基本水量E
量水著書

基本水盆 料 金
を越える

の口径 lnfについて

mm nfまで 1，187円 円

13 10 (593) 
155 

20 20 2，737 

田

尻

稲

治

国

分

制

樋

ロ

忠

恭

手

緩

む

岡

崎

久

男

柳

町

的

問

中

四

女

間

鈍

角
田
き
ょ
上
川
原
柳
町
河

出

口

進

み

す

ず

台

爾

的

馬

場

敬

一

郎

八

木

沢

部

佐

藤

ち

ょ

川

辺

町

刊

弁

出

照

治

笹

弁

ω

金

弁

た

き

子

舞

間

前

北

海

泉

染

昆

河

春

原

掛

川

重

上

海

尻

田

倉

島

幸

三

長

島

田

川

繍

満

五

加

臼

龍

野

正

常

石

神

幻

岡

沢

七

郎

仁

古

悶

河

倉

湾

賢

厳

築

地

問

)は生活保隠世帯及び母子家庭

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ス
ト
に
パ
ソ
コ
ン

と
篭
癒
を
つ
な
ぎ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
も
提
供
中
で
す
。
通
信
ソ

フ
ト
「
主
『
師
件
。
一
宮
肺
」
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー

を
、
セ
ン
タ
ー
で

1
0
0
内
で
配
布
。

〈
パ
ソ
コ
ン
と
モ
デ
ム
が
必
要
。
通
信

方
法
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
ま
す
)

.
休
館
自
の
お
知
ら
ぜ

-
毎
水
曜
日
・
祝
日
振
替

H
n月
2
B

側、

6
日
間
、

M
B樹
、
刊
は
月
お
日
開

・
年
末
年
始
H
ロ
月
泊
目

i
1月
3
臼

.
問
い
合
わ
せ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

u

E
D
A
a叫
@
1
0
0
0
)

持

ち

物

筆

妃

用

具

、

昼

食

マ

申

し

込

み

竹

月

3
日
樹
午
前

9
酷
吋
よ

り
電
話
で
ど
う
ぞ
。

-
星
空
観
盟
会

マ
と
き
円
月
刊
問
自
由
午
後

7
時

叩
分
i
9
時

マ

と

こ

ろ

天

体

観

測

室

マ

注

窓

事

項

①
当
日
は
午

後

7
時
泊
分
ま
で
に
受
け
付
け
し
て

く
だ
さ
い
。

②
雨
天
・
昼
天
時
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
会
場
が
変
更
し
ま

す
。
③
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

@
1
1
1
1
)
 
上
回
創
造
館
〈
圃

寸
i
l
--I
l
--I
l
-
-
l
l・・
Il--Il--11・-El--Il--ll・.1H・・
I
l
-
-
t
l・-Il-
-t
i
-
-
1
1・-tJぃ
L
n
J

-

吉

江

忠

男

・

峯

村

操

司

刈

l

'

h
包
，
苧
L

E
問
問
園
[
出

f
eb
幽
'
一

一
一コ
園
サ
目
上
司

T
一

一

t
1
3
a円
4

2』
い
閉
山

h
企
画

Eu----E聞喝一

一

首

i

，E
F
4唱
i
E
E
F
川

向

山

，

R
s

・a・-------司-

-
午
後
7
時
文
化
セ
ン
タ
ー

J
R
a
-
-〔

-
-
入
場
料
1
0
0
0
円

.

-f

l
J
咽
可

也、
d
目

r
・

問

い

合

わ

せ

文

化

会

館

(
回

@
0
7
6
0
)

/

4
」

)

-
w月
刊
叩
自
の
夜
の
こ
と
。
家
で
ふ
・
先
月
、
こ
の
編
集
後
犯
の
こ
と
で
何
人
か
の

乱

記

/
ろ
に
つ
か
っ
て
い
た
ら
突
然
、
今
日
知
り
合
い
の
人
か
ら
、
あ
る
こ
と
を
聞
か
れ
た
。

副

俄

」
は
大
宮
さ
ん
の
お
祭
り
だ
と
い
う
こ
と
い
う
の
は
、
叩
月
1
日
号
の
こ
の
欄
に
、
自

〆l
¥
と
を
思
い
出
し
た
。
大
宮
さ
ん
と
は
分
の
編
集
後
紀
が
山
山
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

科
野
大
宮
祉
の
こ
と
で
、
常
国
で
生
ま
れ
た
白
い
て
の
質
問
だ
っ
た
。『
担
当
が
代
わ
っ
て
、

分
に
と
っ
て
、
こ
の
お
祭
り
に
は
た
い
へ
ん
思
違
う
燥
に
異
動
に
な
っ
た
の
?
』
と
か
、
な
か

い
出
が
あ
る
。
常
国
か
ら
引
っ
越
し
て
約
叩
年
。

に
は

『市
役
所
、
韓
貯
め
た
の
か
?
』
な
ん
て
こ

毎
年
行
こ
う
と
思
い
な
が
ら
実
現
で
き
ず
に
い
と
も
言
わ
れ
た
り
:
・
。
憶
の
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舗
が
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集
後

た
。
考
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い
て
も
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っ
て
も
い
ら
紀
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た
な
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て
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少
し
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り
し
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れ
な
く
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も
阜
々
に
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り
お
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り
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は
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の
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期
、
新
婚
旅
行
の
た
め
、
お
休

へ
。
着
い
た
と
き
は
す
で
に
叩
跨
で
人
も
ま
ば
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(私
的
な
話
で
噂

ら
。
お
も
ち
。
ゃ
タ
コ
焼
き
の
屋
台
も
底
じ
ま
し
釈
あ
り
ま
せ
ん
コ

机
を
並
べ
る
同
僚
の
皆

い
を
始
め
て
い
た
が
、
境
内
の
雰
囲
気
は
普
の
さ
ん
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
ぜ
ひ

ZE--け

ま
ま
だ
っ
た
。
い
つ
に
な
っ
て
も
お
祭
り
に
対
と
い
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
気
に
な
っ
て

す
る
思
い
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
。
{た
な
か
)

.
い
て
し
ま
い
ま
し
た
・

(

に
し
ざ
わ
)
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に
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μ
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お
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(秋の火災予防運動 11月9日mll月15日) 消防本部 (固m・...  

ごろの火の用心H、、災害に備えて日

天ぷらをあげるときは、

その場を離れない。E 
且
風の強いときには、

たき火をしない

火災原因及び件数

広報うえだ7. [12J 
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家のまわりに燃えやすい
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